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本書面は、暗号資産交換業者に関する内閣府令第 21 条及び第 22 条及び一般社団法人日本暗号資産

等取引業協会が定める自主規制規則の規定に基づき、本取引に係る契約を締結しようとされるお客様

に対し、あらかじめ交付するために作成されたものです。 

株式会社 bitFlyer （以下「当社」といいます）が取扱う暗号資産は、本邦通貨及び外国通貨である

法定通貨とは異なります。また特定の者によりその価値を保証されているものではありません。 

当社概要 

株式会社 bitFlyer 

〒107-6230 東京都港区赤坂 9-7-1 

暗号資産交換業者（登録番号 関東財務局長 第 00003 号) 

取引内容 

1. 販売所取引:  

販売所は、当社が提示した価格で当社自身がお客様の相手方となり、売買又は他の暗号資産と

の交換を成立させる店頭取引となります。当社では、公正な価格を安定的にお客様へ提示でき

るよう当社が取扱う各暗号資産について、次のような対応を行っております。 
1-1. bitFlyer Lightning の現物取引において取扱いのある暗号資産：複数の暗号資産取引所か

ら配信されている価格と当社の bitFlyer Lightning における現物価格をもとに当社が独自

に生成した価格を提示しています。 

1-2. 上記以外の暗号資産：複数の暗号資産取引所から配信されている価格をもとに当社が独自に

生成した価格を提示しています。 

2. かんたん取引所、bitFlyer Lightning:  

かんたん取引所及び bitFlyer Lightning は、競争売買取引により暗号資産に関する売り注文

と買い注文を対当（マッチング）させ暗号資産の売買又は他の暗号資産との交換を成立させる

場として当社が提供するサービスです。これらの注文の発注者の中には、お客様だけでなく当

社内で自己勘定取引を行う部門や当社のグループ会社（当社の親会社及び当社と同一の親会社

を有する会社を含みます）も含まれております。お客様から発注された注文が、当社内で自己

勘定取引を行う部門から発注された反対方向の注文と対当した場合、当社はお客様の相手方と

なってお客様と当社との間で暗号資産の売買又は他の暗号資産との交換を成立させます。お客

様から発注された注文が、他のお客様や当社のグループ会社から発注された反対方向の注文と

対当した場合、当社はお客様と他の発注者の間で暗号資産の売買又は他の暗号資産との交換を

成立させるため媒介を行い売買又は交換を成立させます。なお当社内で自己勘定取引を行う部

門や当社のグループ会社がかんたん取引所又はbitFlyer Lightningへ暗号資産の売買又は他の

暗号資産との交換を発注する目的としては、当社が自己勘定で抱える暗号資産の在庫量の調整

や、当社のグループ会社が投資目的で保有している暗号資産の売買又は交換（当社が受託販売

契約先から報酬として受領し当社のグループ会社へ譲渡した暗号資産の売却を含みますが、こ

れに限りません）、かんたん取引所及び bitFlyer Lightning の板（オーダーブック）への流

動性の供給、bitFlyer Crypto CFDの取引価格が参照対象であるbitFlyer Lightningの取引価

格から乖離した場合に当該乖離が縮小することを見込んだ裁定取引などが挙げられます。当社

内で自己勘定取引を行う部門は、アルゴリズムに基づく自動発注とトレーダーの判断に基づく

手動発注を併用しておりますが、いずれの場合においても、フロントランニング（※）、お客

様の注文情報の利用・当社注文の優先処理、システム障害が発生した際の当社注文の優先処理

その他不公正取引は行っておりません。 

※ フロントランニングとは、お客様の注文情報を受けた業者が、他のお客様の注文より前に

自分の注文を出す行為を指します。 

取引価格は、「競争売買の原則」に基づき決定されます。「競争売買の原則」とは、価格優先

の原則（売り注文については最も低い価格の注文が、買い注文については最も高い価格の注文

が、また、価格を指定する「指値注文」よりも価格を指定しない「成行注文」が優先する方

式）と、時間優先の原則（同じ価格の売買注文がある場合には、時間的に先に発注された注文
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を優先する方式）から成り立っています。 

 

 

注文受付及び約定処理に係る方針 

取扱通貨・ペア 

販売所 

取扱通貨 単位 

ビットコイン BTC 

イーサ（イーサリアム） ETH 

イーサリアム・クラシック ETC 

ライトコイン LTC 

ビットコインキャッシュ BCH 

モナコイン MONA 

リスク LSK 

エックスアールピー（XRP） XRP 

ベーシックアテンショントークン BAT 

ステラルーメン XLM 

ネム XEM 

テゾス XTZ 

ポルカドット DOT 

チェーンリンク LINK 

シンボル XYM 

ポリゴン MATIC 

メイカー MKR 

ジパングコイン ZPG 

フレア FLR 

シバイヌ SHIB 

パレットトークン PLT 



4 

ザ・サンドボックス SAND 

ディセントラランド MANA 

アクシーインフィニティ AXS 

イミュータブル IMX 

エイプコイン APE 

チリーズ CHZ 

ダイ DAI 

レンダートークン RNDR 

ザ・グラフ GRT 

アバランチ AVAX 

ドージコイン DOGE 

ジパングコインプラチナ ZPGPT 

ジパングコインシルバー ZPGAG 

マスクネットワーク MASK 

ポリゴンエコシステムトークン POL 

ペペ PEPE 

かんたん取引所 

取扱通貨ペア 単位 

BTC/JPY BTC 

ELF/JPY ELF 

Lightning 現物 

取扱通貨ペア 単位 

BTC/JPY BTC 

ETH/BTC ETH 

BCH/BTC BCH 

ETH/JPY ETH 

XRP/JPY XRP 
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XLM/JPY XLM 

MONA/JPY MONA 

 

注文数量 

最小・最大発注数量は市場価格の変動等を踏まえ、変更することがあります。最新の情報はこちら

（https://bitflyer.com/ja-jp/faq/4-27）をご確認ください。 

取引価格の急変を防止するための措置 

販売所取引においては、相場急変時や、他の暗号資産取引所の状況に変更が生じたことなどにより、

有効な価格を安定的に受信できなくなった場合や他の暗号資産取引所からの配信価格が市場実勢から

大幅に乖離していると当社が判断した場合には、価格の配信を停止することがあります。価格の配信

停止後、他の暗号資産取引所から有効な価格提示を継続的かつ安定的に受けることが可能となり、ま

た、それらの価格が市場実勢から大幅に乖離していないものであると当社が判断した場合に価格の配

信を再開します。 また、かんたん取引所、bitFlyer Lightning においては、取引価格の急変を防止

するため、サーキットブレーカー制度を設けております。サーキットブレーカー制度とは、誤発注等

による価格急変防止の観点から、取引の一時中断を行う制度です。 

サーキットブレーカー制度の概要は、次のとおりです。 

発動条件 制限値幅の範囲外における価格での約定が見込まれる発注が行われた場合 

基準価格 10 分前の約定価格 

制限値幅 基準価格の上下 20% 

中断時間 約 5 分間 

再開方法 

中断時間経過後、板寄せ方式により取引を再開 

 

※再開する際に、当社の自己勘定取引部門が価格変動リスクヘッジ目的又は裁定

取引目的の建玉を保有するため板寄せに参加する場合があります。その場合に

は、自己勘定取引部門の希望する価格と数量は、他のお客様の注文と同様に板へ

反映され表示されます。 

 

※ 取引を一時中断する間の注文・キャンセルは可能です。 

※ 10 分前の約定価格がない場合、基準価格は過去に遡ります。 

※ 取引再開後の 10 分間は、板寄せ方式により決定された一本値を基準価格とします。 

※ サーキットブレーカーの発動により取引を一時中断し、板寄せにより決定された一本値が制限値幅の

範囲外である場合、取引は再開せず中断を継続し、一本値に近接する制限値幅の価格に基準価格を更新

し中断を継続します。 

※ 取引状況を勘案して取引の一時中断を行うことが適当でないと当社が認める場合、サーキットブレー

カーの適用を行わない場合があります。 

※ 取引の一時中断は、サーキットブレーカーの発動条件該当後、当社がその都度定める時とします。条

件該当から中断開始まで時間差が生じる場合があります。 

※ サーキットブレーカー発動中に定期メンテンナンス時間に入った場合、サーキットブレーカーによる

板寄せが優先されます。 

※ すべての誤発注によりサーキットブレーカーが発動し、取引が中断されるわけではありません。発動

条件については、上記概要をご確認ください。 

※ サーキットブレーカー制度導入によって生じる機会損失を含む、いかなる機会損失において当社は責

任を負いません。 

https://bitflyer.com/ja-jp/faq/4-27
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板寄せとは売り注文と買い注文を規定の優先順位に従って順次対当させながら数量的に合致する価格を

求め、当該価格を単一の約定価格として売買を成立させる方法です。優先順位は以下のとおりです。 

売り注文 

① 成行注文 ② 価格の低い指値注文 

買い注文 

① 成行注文 ② 価格の高い指値注文 

なお、同一価格の指値注文がある場合、先に発注された注文が優先約定されます。成行注文の場

合、一本値が決定されるまでの注文はすべて同時に発注されたものとみなします。 

取引ルール 

販売所 

暗号資産の購入及び売却が可能です。当社の取引画面で、購入・売却を希望する暗号資産の数量をご

入力のうえ、ご注文ください。暗号資産の購入及び売却には最小注文数量及び最大注文数量を定めて

います。取扱通貨の販売・買取の単位は以下のとおりです。 

ビットコイン販売・買取単位 0.00000001 BTC （= 1 Satoshi） 

アルトコイン販売・買取単位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イーサリアム：0.00000001 ETH 

イーサリアムクラシック：0.00000001 ETC 

ライトコイン：0.00000001 LTC 

ビットコインキャッシュ：0.00000001 BCH 

モナコイン：0.00000001 MONA 

リスク：0.00000001 LSK 

エックスアールピー（XRP）：0.000001 XRP 

ベーシックアテンショントークン：0.00000001 BAT 

ステラルーメン：0.0000001 XLM 

ネム：0.000001 XEM 

テゾス：0.000001 XTZ 

ポルカドット：0.00000001 DOT 

チェーンリンク：0.00000001 LINK 

シンボル：0.000001 XYM 

ポリゴン：0.00000001 MATIC 

メイカー：0.00000001 MKR 

ジパングコイン：0.0001 ZPG 
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フレア： 0.000001 FLR 

シバイヌ：0.00000001 SHIB 

パレットトークン：0.00000001 PLT 

ザ・サンドボックス：0.00000001 SAND 

ディセントラランド：0.00000001 MANA 

アクシーインフィニティ：0.00000001 AXS 

イミュータブル：0.00000001 IMX 

エイプコイン：0.00000001 APE 

チリーズ：0.00000001 CHZ 

ダイ：0.00000001 DAI 

レンダートークン：0.00000001 RNDR 

ザ・グラフ：0.00000001 GRT 

アバランチ：0.00000001 AVAX 

ドージコイン：0.00000001 DOGE 

ジパングコインプラチナ：0.000001 ZPGPT 

ジパングコインシルバー：0.000001 ZPGAG 

マスクネットワーク：0.00000001 MASK 

ポリゴンエコシステムトークン：0.00000001 POL 

ペペ：0.00000001 PEPE 

 

※ 最小買取単位を注文数量として入力した場合において、売却価格に売却数量を乗じた金額の日本

円換算額が1円を下回る際は、1円以上の金額になる数量にご変更いただく必要があります。 

かんたん取引所・Lightning 現物 

 かんたん取引所 Lightning 現物 

注文受付時間 24 時間 365 日 

※ 定期・不定期メンテナンスの時間帯は除きます。詳しくはこちら

（https://bitflyer.com/ja-jp/faq/9-25）をご覧ください。 

※ 定期メンテナンスは毎日午前 4 時 00 分 ～ 午前 4 時 10 分に

実施いたします。状況により時間帯が前後することがありますので

ご了承ください。 

https://bitflyer.com/ja-jp/faq/9-25
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注文の指示 
当社の注文受付時間中に当社が指定するインターネット取引画面に

おいて又は bitFlyer Lightning API を用いて必要事項を指示して

ご注文ください。 

※ 注文の指示に要する時間は、当社が指定するインターネット取引

画面と bitFlyer Lightning API で異なる場合がございます。 

新規注文 暗号資産の売買又は他の暗号資産との交換を行うための注文 

注文種別  IFD 

OCO 

IFDOCO 

詳細は「bitFlyer Lightning の

注文の種類について（下記）」

をご参照ください。 

執行条件 成行注文 

指値注文 

成行注文 

指値注文 

ストップ注文 

ストップ・リミット注文 

トレーリング・ストップ注文 

詳細は「bitFlyer Lightning の

注文の種類について（下記）」

をご参照ください。 

指値注文の有効期間 注文の有効期限は 30 日です（bitFlyer Lightning APIを利用し30

日よりも短い有効期限をご自身で設定した場合は異なります）。 

ただし、サービスの更新等により注文が取消されることがありま

す。 

注文のキャンセル 指値注文は約定するまでの間キャンセル可能です。成行注文は、キ

ャンセルできません。 

注文の訂正 注文の訂正はできません。一度キャンセルいただいた上で、新たに

注文を行ってください。 

 

※ 登録ユーザーの注文が、当社が既に受注している当該登録ユーザー自身の他の注文と対当する可

能性がある場合（条件が合致して約定が成立する可能性がある場合を指します）には、当該注文を出

すことはできません。 
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bitFlyer Lightning の注文の種類について 

注文種別 IFD（イフダン）：IF Doneの略で、一度に2つの注文を出して最初の注文が約

定したら2つめの注文が自動的に発注される注文パターンです。 

OCO（オーシーオー）：One-Cancels-the-Other orderの略で、2つの注文を同

時に出して一方の注文が成立した際にもう一方の注文が自動的にキャンセル

される注文パターンです。 

IFDOCO（イフダンオーシーオー）：IFDとOCOの組み合わせで、IFD注文が約定

した後に自動的にOCO注文が発注される注文パターンです。 

執行条件 成行注文：価格を指定せず売買の成立を最優先した注文の執行条件です。 成

行の買い注文を出すと、そのときに出ている最も低い価格の売り注文に対応

して注文が成立します。 同様に成行の売り注文の場合は、最も価格が高い買

い注文に対応して注文が成立します。 

指値注文：指定した価格での売買の成立を最優先した注文の執行条件です。 

指値の買い注文を出すと指値以下の価格にならなければ注文が成立しませ

ん。 同様に指値の売り注文の場合は、指値以上の価格にならなければ注文が

成立しません。 

ストップ注文：「トリガー価格以上になったら買い」、「トリガー価格以下

になったら売り」という条件付きの成行注文の執行条件です。 

ストップ・リミット注文：「トリガー価格以上になったら買い」、「トリガ

ー価格以下になったら売り」という条件付きの指値注文の執行条件です。 

ストップ注文とストップ・リミット注文の違い 

ストップ注文は、トリガー価格に到達すると「成行注文」が発注されます

が、ストップ・リミット注文は「指値注文」が発注されることが両者の違い

です。 ストップ・リミット注文では指値注文で指定した価格よりも不利な価

格で約定することはありません。ただし、値動きの状況によっては約定しな

いケースがあります。 

トレーリング・ストップ注文：値動きに合わせてストップ注文のトリガー価

格が自動更新される条件付ストップ注文の執行条件です。 

※ IFD（2 つ目の注文）、ストップ注文、ストップ・リミット注文、トレー

リング・ストップ注文は、 注文の発動時点で証拠金が不足している場合、当

該注文の発動及び執行が行われませんのでご注意下さい。なお、メンテナン

スを含むサービス停止の直前に特殊注文がトリガーした場合は、注文の執行

がサービス再開後となる可能性がありますのでご了承ください。板寄せにて

サービスが再開する場合、注文は当該板寄せに参加します。 

執行数量条件 Good Til Canceled（GTC）：注文が約定するかキャンセルされるまで有効で

あるという注文執行数量条件です。 

Immediate or Cancel（IOC）：指定した価格かそれよりも有利な価格で即時

に一部あるいは全部を約定させ、約定しなかった注文数量をキャンセルさせ

る注文執行数量条件です。 

Fill or Kill（FOK）：発注の全数量が即座に約定しない場合当該注文をキャ

ンセルする注文執行数量条件です。 

※ IFD、IFDOCOを使用される場合、2つ目のオーダーについても適応されま

す。 
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計画されたハードフォーク及びハードフォークにより生ずる新暗号資産への対応 

1. お客様への告知方法 

当社が取扱う暗号資産に係るブロックチェーンにおけるプロトコルの後方互換性及び前方互

換性を失わせる、計画的に実施される大規模なアップデート（以下「ハードフォーク」とい

います）が発生することが判明した場合、ハードフォークに伴う当社サービスの一時停止及

び当該一時停止の解除も含め、当社の対応方法を当社サイト、メールその他の当社が適切と

認める通知手段でお客様に通知します。 

2. ハードフォークが発生したときに生じる当社サービス停止措置について 

当社は、ハードフォークによりお客様財産の保全及びお客様との取引の履行に何等かの支障

が生ずるおそれがある場合、当社の定める期間、暗号資産の売買、預入、送付等が停止する

可能性があります。当社は相互に互換性がなくなるリスクや取引が遡って無効になるリス

ク、大幅な価値下落が発生するリスクなどを総合的に考慮した上で当社サービスの一時停止

及び当該一時停止の解除の判断をいたします。また、停止以降、当社サービス再開までの

間、金銭及び暗号資産の出金ができなくなります。停止期間中に生じた当該暗号資産の価格

変動等によりお客様に損失が生じる可能性があり、当該損失について、当社は一切の責任を

負いません。 

3. ハードフォークにより生じた新暗号資産のお客様への付与について 

ハードフォークの基となる暗号資産及びハードフォークにより生じた新暗号資産の取扱いの

有無や取扱方法については当社が決定します。その結果、お客様に新暗号資産を付与しない

場合もあります。 

4. 新暗号資産の付与等に伴い要する手数料について 

当社は、新暗号資産のお客様への付与その他のお客様保護のために必要な措置に伴い現に生

じた業務に要したシステム構築費等の費用を、手数料としてお客様から徴収する場合があり

ます。 

5. 計画されたハードフォーク及び新暗号資産への当社対応指針について 

ブロックチェーンが分岐するおそれのある計画されたハードフォーク及びハードフォークに

より生ずる新暗号資産への対応指針については、「計画されたハードフォーク及び新暗号資

産への対応指針」（https://bitflyer.com/ja-jp/guidelines-hard-forks）をご参照くださ

い。 

暗号資産の性質に関する説明 

1. 暗号資産は法定通貨ではありません。 

2. 暗号資産の売買や他の暗号資産との交換は、暗号資産の価格変動により損失を被ることのあ

る取引です。暗号資産の価格は、需給バランスの変化や、物価・法定通貨・他の市場の動

向、暗号資産に係る状況の変化等の影響により下落する可能性があります。 

3. 暗号資産は代価の弁済を受ける者の同意がある場合に限り代価の弁済に使用することができ

ます。 

4. 当社が取扱う暗号資産は特定の国や特定の者によってその価値が保証されているものではあ

りません。 

当社が取扱う暗号資産は以下です。 

・ビットコイン（Bitcoin） 

ビットコインは暗号資産です。中央銀行や特定の企業のような発行体が無く、発行上限があるのが特

徴です。実際に価値を持っており、価値の源泉は人々の信用のみで、多くの人が価値があると信じて

いるから価値が生まれます。暗号技術を利用した分散型台帳であるブロックチェーン技術に基づき、

価値を保有、移転できます。 

・イーサリアム（Ethereum） 

イーサリアムは、プラットフォームの名称です。プラットフォーム内で使用される暗号資産の単位は

ETHです。イーサリアムでは、Proof of Stake（略称: PoSプルーフ・オブ・ステーク）が採用されて

https://bitflyer.com/ja-jp/guidelines-hard-forks
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おり、バリデーターと呼ばれるネットワーク管理者が預けられた（ステークされた）イーサリアムに

応じた採掘権を持ちます。バリデーターは成功した採掘の一部をユーザーに還元します。 

・イーサリアムクラシック（Ethereum Classic） 

イーサリアムクラシックは、イーサリアムから分岐して作られた分散型アプリケーション（DApps）

やスマートコントラクトを構築するためのプラットフォームです。イーサリアムとの違いは、発行数

に上限があり、減少期を定めている点です。イーサリアムクラシック内で利用される暗号資産の単位

はETCです。 

・ビットコインキャッシュ（Bitcoin Cash） 

ビットコインキャッシュは、ビットコインからの分岐でできた暗号資産です。ビットコインで問題と

なっているスケーラビリティ問題に対して、ブロックサイズの拡大による解決を図るために開発され

ました。マイナーによる承認が終わっていない場合でも取引が承認されたとみなす、0 承認トランザ

クションという技術が導入されています。 

・モナコイン（Monacoin） 

モナコインは日本発の暗号資産です。モナコインのプログラムを開発した「モナコインプロジェク

ト」は、コインの発行や運営には関わっておらず、モナコインの開発はクライアントプログラムが形

成する「モナコインネットワーク」によって維持されています。 

・ライトコイン（Litecoin） 

ライトコインは暗号資産です。ビットコインが抱えるトランザクションの承認時間が長いという課題

やスケーラビリティ問題などを補助する目的で開発されました。ライトコインの発行上限はビットコ

インの4倍で設定されています。 

・リスク（LSK） 

リスクは、分散型アプリケーション（DApps）構築のためのプラットフォームです。2024 年 5 月

に、リスクは独自のブロックチェーンネットワークから Ethereum ネットワークに移行し、セキュリ

ティとスケーラビリティを向上させました。この移行により、リスクは ERC-20 トークンに変換さ

れ、Ethereum エコシステムとの互換性が高まり、低コストで高速なトランザクション処理が実現可

能になりました。リスクは、より効率的で安全な DApp プラットフォームを目指しています。 

 

リスク（LSK）をご送付・お預入する際の注意点 

当該暗号資産は、Ethereum ネットワーク及びリスク独自の Layer2 ブロックチェーン（Optimism Su

perchain）上に存在しています。 

 

当社における当該暗号資産のご送付・お預入に関しては、Ethereum ネットワーク上の ERC-20 トー

クンにのみ対応し、他のネットワークには対応していません。 

 

お客様が当社から外部へ当該暗号資産をご送付又は外部から当社へ当該暗号資産をお預入される際

は、送付先のウォレットは「ERC-20」を選択いただくようお願いいたします。その他のネットワーク

を選択した場合、当該送付が失敗し、お客様の暗号資産が永久に失われる可能性がありますので、送

付先のウォレットのネットワークが Ethereum ネットワークかどうか十分にご注意ください。 

・エックスアールピー（XRP） 

エックスアールピー（XRP）は、複数の企業と開発者からなるコミュニティが主導する分散型パブリ

ックブロックチェーンである XRP Ledger 上のデジタル資産です。高速な取引確定と低い手数料によ

り、即時国際送金を実行することを目指しています。 

・ベーシックアテンショントークン（BAT） 
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ベーシックアテンショントークンは、パブリッシャー、広告主、ユーザーとの関係性を変えうる新し

い種類の暗号資産です。ベーシックアテンショントークンはイーサリアムブロックチェーン上のコン

トラクトで実現されたトークンで、不要な広告やトラッカーをブロックするBraveブラウザと並行し

て開発されました。 

・ステラルーメン（XLM） 

ステラルーメンは、ステラ開発財団が開発した分散型台帳で発行された暗号資産です。安価で使いや

すいグローバルな決済システムを作ることで、より多くの人々が金融サービスを利用できるようにす

ることを目標としています。 

・ネム（XEM） 

ネムは、新しい経済運動（NEM：New Economy Movement）のネットワーク上で発行された暗号資産で

す。国や政府が管理する既存の枠組みではなく、分散化、経済的な自由、平等といった原則に基づい

た新しい経済の枠組みを確立することを目標としています。 

・テゾス（XTZ） 

テゾスは、スマートコントラクトや分散型アプリケーションでの利用に適したブロックチェーンプラ

ットフォームです。独自技術により、社会的・政治的・経済的なイノベーションを世界規模で推進す

ることを目標としています。 

・ポルカドット（DOT） 

ポルカドットは、複数の異なるブロックチェーン間の相互接続を可能にするブロックチェーンプロジ

ェクトです。分散型ウェブの実現を目指す Web3 Foundation が開発し、中心となるリレーチェーン

のほか、様々なタイプのデータや価値の交換を可能にする相互運用性を、パラチェーンと呼ばれる並

列する複数のブロックチェーンで実現しています。 

・チェーンリンク（LINK） 

チェーンリンクは、実世界の様々なデータとイーサリアムブロックチェーン上のスマートコントラク

トを接続する機能を持った分散型サービスで、提供されたデータを全てのスマートコントラクトが安

心して使えるような環境づくりを目指しています。LINK は、この分散型サービスを提供するネット

ワークのノードオペレーターに、報酬として支払われるトークンのことです。 

・シンボル（XYM） 

シンボルは、ネムをベースに開発されたオープンソースのブロックチェーンプラットフォームです。

シンボルのネットワーク上で流通するネイティブトークンを XYM と呼びます。企業や官公庁等での

利用に特化したエンタープライズブロックチェーンで、企業の既存システムやプロセスに連携できる

相互運用性や様々なビルトイン機能を備えているのが特徴です。 

・ポリゴン（MATIC） 

PolygonPoS は、手数料の高騰や処理速度の低下などイーサリアムブロックチェーンが抱えるスケー

ラビリティ問題を解決、補完するために作られたブロックチェーンです。Polygon プロトコルの運営

団体である Polygon Labs は 2024 年 9 月に、PolygonPoS 上のポリゴン（MATIC） の名称をポリゴ

ンエコシステムトークン（POL）に変更しました。 

ポリゴン（MATIC）をご送付・お預入する際の注意点 

Ethereum ネットワーク上においてはポリゴン（MATIC）とポリゴンエコシステムトークン（POL）の

いずれも存在しており、当社では Ethereum ネットワーク上のポリゴン（MATIC）とポリゴンエコシ

ステムトークン（POL）の両方を取扱っております。ポリゴン（MATIC）とポリゴンエコシステムトー
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クン（POL）は異なる暗号資産であり、ご送付・お預入アドレスは異なりますので十分にご確認くだ

さい。 

・メイカー（MKR） 

メイカーは、暗号資産 DAI を発行、管理する MakerDAOプロジェクトにおけるガバナンストークンで

す。ユーザーは、イーサリアムベースの様々な暗号資産を担保に DAI を発行できるほか、DAI を活

用する DApps を利用できます。また、メイカーの保有者は投票を通して様々な運営上の決定に参加

できます。 

・ジパングコイン（ZPG） 

ジパングコインは、三井物産デジタルコモディティーズ株式会社が発行する暗号資産です。 

1 ZPG は、金現物の 1 グラムに相当する価値を持ち、金現物価格と概ね連動することを目指しま

す。 

価格形成及び価値保全の仕組みから、金現物と同等の資産特性及び投資特性を持ちます。 

暗号資産として低コストでの小口決済が可能であり、信頼性と利便性の高い資産運用及びインフレヘ

ッジ資産としても利用できます。 

なお、当該暗号資産は株式会社 bitFlyer Blockchain が開発した独自のプライベートブロックチェ

ーン「Miyabi」を基盤システムに採用しています。 

株式会社 bitFlyer Blockchain は株式会社 bitFlyer の親会社 bitFlyer Holdings の 100%子会社

です。このような相互協力関係に基づき、暗号資産交換業者である株式会社 bitFlyer を含む bitFl

yer グループ所属各社は今後も三井物産デジタルコモディティーズ株式会社及び株式会社デジタルア

セットマーケッツからジパングコインに関して支援を受けることがあります。 

ジパングコインの実質的な担保状況の開示に関して 

ジパングコインの実質的な担保状況に関する情報は発行体より定期的に開示・公表されています。詳

細については、発行体ホームページをご参照ください（https://www.mitsuidc.com/news）。 

・フレア（FLR） 

Flare（FLR）はRipple社から支援を受け、XRPレジャー上でスマートコントラクトを実装する事を目

的とした暗号資産で「すべてをつなぐ」という理念の元、様々なブロックチェーンとの相互運用を目

指して開発されています。 

State Connectorと呼ばれる機能を用いることにより様々なブロックチェーンの状態を安全に取得す

ることができたり、FAssetsと呼ばれる機能を使ってスマートコントラクトを持たない暗号資産に対

してスマートコントラクトを実行できる環境を提供したり、Layer Cakeと呼ばれる機能を使用しネッ

トワーク間ブリッジを行う際のセキュリティやスピード等を向上させることができます。暗号資産交

換業者である株式会社bitFlyerはFlareを発行するFlare財団から上場サポート手数料を受領していま

す。 

・シバイヌ（SHIB） 

Shiba Inu（SHIB）は、ミームコインとして知られるドージコインから派生した犬系コインの一つで

す。「暗号資産プロジェクトの運用を100%コミュニティー主導で行った場合にどうなるか」という発

想から生み出されたトークンで、プロジェクトのローンチ以降はコミュニティー主導でNFT発行、メ

タバース構築、Layer2開発等が行われており、ガバナンス投票権としての利用、Dapps内での決済、

送金手段等の多岐にわたるユースケースがあります。 

・パレットトークン（PLT） 

Palette Token（PLT）は、パブリックチェーンの手数料高騰問題やNFTコンテンツを取扱う上での著

作権問題を解決する為のプロジェクトであり、独自のコンソーシアムプラットフォームであるパレッ

トチェーン上で使用することを目的として発足しました。エンターテインメント分野に特化してお

り、GameFiやNFTを用いて事業を展開しています。またユーザーはパレットチェーン上でステーキン

https://www.mitsuidc.com/news
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グを行うことで報酬を得ることも可能です。当該暗号資産の発行体株式会社HashPaletteは当社を受

託販売会社としたIEOを行う計画であることを公表しています。暗号資産交換業者である株式会社bit

Flyerを含むbitFlyerグループ所属各社は株式会社HashPaletteからPalette Tokenに関しての販売促

進のためのキャンペーン費用等について支援を受けることがあります。 

・ザ・サンドボックス（SAND） 

ザ・サンドボックスは、ブロックチェーン技術を活用したメタバース・プラットフォームです。 

ユーザーは提供されるツールを使用して自由にコンテンツを作成・保持することができます。また

ザ・サンドボックス内で LAND と呼ばれる仮想空間上の土地も販売しており、企業が保有する LAND 

上で定期的にイベント等が開催されています。 

SAND はザ・サンドボックスで使用される暗号資産です。SAND を用いてユーザーが作成したコンテン

ツの取引やステーキング等を行えます。 

将来的にはガバナンストークンとしての活用を予定しています。 

・ディセントラランド（MANA） 

ディセントラランドは仮想空間（メタバース）の分散型プラットフォームです。プラットフォーム内

では暗号資産 MANA を使用して LAND と呼ばれる仮想空間上の土地の取引が可能です。LAND 上では

ユーザーが自由にコンテンツを作成でき、他のユーザーと交流することも可能です。  

また、ディセントラランドは分散型自律組織（DAO）としてコミュニティー主導で運用されていま

す。MANA や LAND 等のアセットを保有するユーザーであれば誰でも DAO におけるガバナンス投票に

参加することが可能です。 

・アクシーインフィニティ（AXS） 

アクシーインフィニティは、プレイヤーが所有する NFT であるアクシー（Axie）を用いてゲーム内

で戦闘や冒険を行い、収益を得る Play to Earn のプロジェクトです。  

プレイヤーはアクシーを繁殖させ、新しい外見やスキルを持つアクシーを生み出し、NFT マーケット

での売買も可能です。  

また、当該暗号資産の保有者には、プラットフォームの運用に関するガバナンス投票への参加、ステ

ーキングによる報酬の受領、ランドセールへの参加などの権利があります。 

AXSの価格変動に関する注意点 

AXSは他の暗号資産とは異なり、アクシーインフィニティゲーム内でのみ利用されるため、ゲームの

人気やその他の要因によって価格が変動する可能性があります。 

AXSのユーザー資産保護に関する注意点 

また、社会情勢や利用状況の変化、「Play to Earn」に対する法的な変更等の影響で、当社において

ユーザー資産保護の観点から取扱いが困難と判断した場合、一時停止や廃止の検討・実施を行う場合

がございます。 

・イミュータブル（IMX） 

イミュータブルは、主にゲーム・アート・エンターテイメントなどの分野での利用を目的とした暗号

資産です。イーサリアムの Layer2 上に展開される当該暗号資産のプラットフォームを用いること

で、NFT の大量発行や取引にかかる手数料の無料化等、高速な処理能力を用いたオンチェーンソリュ

ーションが利用可能です。  

当該暗号資産のプラットフォームはゼロ知識証明技術と Layer2 技術を採用しており、イーサリアム

のスケーラビリティ問題に対する解決策の一つとして、低コスト化・高速化・エネルギー消費の削減

を実現しています。 

・エルフトークン（ELF） 

エルフトークン（ELF Token）は株式会社 HashPalette が提供する NFT ファーミングゲームである

「THE LAND エルフの森」（以下「THE LAND」）で利用される暗号資産であり、パレットチェーン上
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で発行されます。 エルフトークン（ELF Token） は、大会等のイベント参加や、ゲームで獲得した

アイテムを NFT 化した後に売却することで獲得することができます。 

 

エルフトークン（ELF Token）を使用することで、プレイヤーはゲーム内の土地 NFT であるランドや

アイテム NFT を購入することができます。また、 エルフトークン（ELF Token）を発行体が提供す

るサービス内でステーキング（トークンを一定期間預ける行為）することで、「THE LAND」をより快

適に進めることができる特典機能が解放されます。 

 

※ ステーキングは当社が提供するサービスではございません。 

 

株式会社 HashPalette はアプリ内課金で得た収益を原資にエルフトークン（ELF Token）を不定期に 

buy back（買い戻し）する予定です。 

 

エルフトークン（ELF Token）をご送付・お預入する際の注意点 

当該暗号資産は、Palette Chain 及び Ethereum ネットワーク上に存在しています。 

 

当社における当該暗号資産のご送付・お預入に関しては、Palette Chainにのみ対応し、他のネット

ワークには対応していません。 

お客様が当社から外部へ当該暗号資産をご送付又は外部から当社へ当該暗号資産をお預入される際

は、送付先のウォレットは「Palette Chain」を選択いただくようお願いいたします。その他のネッ

トワークを選択した場合、当該送付が失敗し、お客様の暗号資産が永久に失われる可能性があります

ので、ご送付先のウォレットのネットワークが Palette Chain かどうか十分にご注意ください。 

 

エルフトークン（ELF Token）の価格変動に関する注意点 

エルフトークン（ELF Token）は他の暗号資産とは異なり、「THE LAND」ゲーム内でのみ利用される

ため、ゲームの人気やその他の要因によって価格が変動する可能性があります。 

 

エルフトークン（ELF Token）のユーザー資産保護に関する注意点 

社会情勢や利用状況の変化、「Play to Earn」に対する法的な変更等の影響で、当社においてユーザ

ー資産保護の観点から取扱いが困難と判断した場合、一時停止や廃止の検討・実施を行う場合がござ

います。 

・エイプコイン（APE） 

エイプコインは、「Bored Ape Yacht Club」と呼ばれる Yuga Labs 社が版権を持つ NFT が元になっ

ており、「web3 の中心となる分散型コミュニティー」をサポートするためのプロジェクトです。当

該暗号資産である APE はエコシステム内における決済、ゲーム、イベントや商取引などで利用され

ます。  

また、エイプコインは ApeCoin DAO と呼ばれるコミュニティーによって運営されており、 APE は運

営方針を決定する為の投票で使用するガバナンストークンとしての役割も持っています。  

 

Yuga Labs 社に対する集団訴訟に関する注意点  

「Bored Ape Yacht Club（BAYC）」の発行体である Yuga Labs 社は、BAYC を巡る集団訴訟を一部の 

APE 保有者から受けております。当該訴訟の判決がエイプコインプロジェクトに潜在的な影響を及ぼ

す可能性があるため、ご留意ください。  

 

また、社会情勢や利用状況の変化などにより、当社においてユーザー資産保護の観点から取扱いが困

難と判断した場合、一時停止や廃止の検討・実施を行う場合がございます。  

※ 2024 年 8 月 21 日現在 

・チリーズ（CHZ） 

チリーズは、プロサッカークラブだけでなく F1 や e スポーツなど様々なスポーツクラブと提携

し、公式ファントークンを発行するプロジェクトです。  
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当該暗号資産である CHZ を用いてファントークンを購入することで、そのスポーツクラブが主催す

るイベントに参加できます。また、ガバナンス投票に参加することでクラブの経営に関わることがで

きます。  

チリーズは、ファンとクラブの交流を促進し、新たな信頼関係の構築を目指しています。  

 

CHZ の価格変動に関する注意点  

Socios.com 内で発行・取得可能な一部のファントークンは、現在 Socios.com 外の暗号資産取引所

でも取引可能である為、将来的にファントークンではなく暗号資産として取扱いが変更される可能性

があります。これらのファントークンが暗号資産として認識された場合、その変更が CHZ の価格に

影響を与える可能性があります。 

・ダイ（DAI） 

ダイは、イーサリアムブロックチェーン上で稼働する暗号資産です。ETH をはじめとする様々な暗号

資産を担保に 1 DAI = 1 米国ドルを目標値として、分散型自律組織である MakerDAO が開発・運用

を担うスマートコントラクトによってダイの発行や価格調整を行っています。 

当該暗号資産は、分散型アプリケーションにおける価値の保存や交換、投資、借り入れ、レンディン

グなど幅広いユースケースに対応しています。 

・レンダートークン（RNDR） 

レンダートークンは、レンダーネットワークという分散型のクラウドレンダリングサービスで利用さ

れる暗号資産です。レンダーネットワークは、グラフィックや映像制作で必要になる GPU コンピュ

ーティングパワーを、利用者間で共有する事により収益化できるプラットフォームです。 

当該暗号資産は、サービス利用時の支払いや、プロジェクトの運営方針に関するガバナンス投票に使

用することができます。 

 

レンダートークンのプログラムノード稼働状況やレンダリングパワーの提供方法に関して 

ノードの稼働状況を確認する方法： 

レンダーネットワークで稼働しているノードの運用状況や、ノードが提供するレンダリングパワーに

ついては、実際にサービスを利用する際に、サービスページ内で最新情報を確認することができま

す。 

 

レンダリングパワーの提供方法： 

GPU のコンピューティングパワーを提供する場合は、「Tier（https://know.rendernetwork.com/get

ting-started/how-to-get-started/select-rndr-tier）」と呼ばれる特定のグループに参加する必要

があります。このグループへの参加により、GPU のパワー提供者は自身の GPU パワーを供給し、レ

ンダーネットワークのエコシステムに貢献した報酬として、RNDR を受け取ることができます。 

 

レンダートークン（RNDR）をご送付する際の注意点 

当該暗号資産は、Ethereum ネットワーク上の RNDR であり、Solana ネットワーク上の RENDER とは

異なりますので、ご注意ください。 

 

当社における当該暗号資産のご送付に関しては、Ethereum ネットワーク上の RNDR（ERC-20）トーク

ンにのみ対応し、RENDER（Solana ネットワーク）には対応していません。 

 

お客様が当社から外部へ当該暗号資産をご送付される際は、送付先のウォレットは「ERC-20」を選択

いただくようお願いいたします。その他のネットワークを選択した場合、当該送付が失敗し、お客様

の暗号資産が永久に失われる可能性がありますので、送付先のウォレットのネットワークが Ethereu

m ネットワークかどうか十分にご注意ください。 

・ザ・グラフ（GRT） 

ザ・グラフは、分散型データ検索プロトコルです。分散型アプリケーション（DApps）や、スマート

コントラクトの開発を簡単かつ効率的に行えるようにすることを目的としています。 

https://know.rendernetwork.com/getting-started/how-to-get-started/select-rndr-tier
https://know.rendernetwork.com/getting-started/how-to-get-started/select-rndr-tier
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また、当該暗号資産は開発者がチェーン上のデータを取得した際の手数料として使用されたり、保有

者が当該暗号資産をステーキングすることで報酬を得たり、運用を行うためのガバナンス投票等にも

使用することができます。 

 

ザ・グラフの新規発行とバーンに関して 

ザ・グラフの初期トークン供給量は 100 億 GRT であり、毎年 3% の新規発行を目標としています。 

さらに、GRT の供給量を調整するために、複数のバーンメカニズムが導入されています。これによ

り、GRT の供給量の約 1% が毎年バーンされ、この割合はネットワークの活動が成長するにつれて増

加する見込みです。 

新規発行とバーンに関しての詳細は、下記のサイトをご参照ください。 

https://thegraph.com/docs/ja/tokenomics/#token-supply-burning--issuance 

・アバランチ（AVAX） 

アバランチは、Proof of Stake（PoS）メカニズムを採用した独自のコンセンサスアルゴリズムを用

いており、高いスケーラビリティとインターオペラビリティを兼ね備えています。 

また、イーサリアムとの互換性もあり、DApps との親和性が高いプラットフォームです。 

当該暗号資産は、アバランチネットワーク上のネイティブトークンであり、ステーキングやエコシス

テム内における手数料の支払い、カバナンス投票等に使用できます。 

・ドージコイン（DOGE） 

ドージコインは、インターネットミームとして知られる「ドージ（Doge）」の柴犬をモチーフとした

ロゴを特徴とする暗号資産で、2013 年にライトコインの技術をベースに開発されました。当該暗号

資産は当初明確なビジョンや目的がないまま発行されましたが、プロジェクトコミュニティーは徐々

に拡大し、多数のインターネットショッピング、寄付等の決済手段の一つとして利用されています。 

ドージコインの発行の仕組みに関して 

ドージコインのマイニングは 1 分毎に行われており毎分 1 ブロック生成されます。 

ブロック生成においては下記のスケジュールで新規発行分がマイニング報酬としてマイナーに付与さ

れます。 

なお、当該暗号資産は発行数に上限は設けられていないため無限に発行されます。 

※2024年8月21日時点 

ブロック数 
Dogecoinマイニング報酬 

（単位：DOGE） 

1–99,999 0–1,000,000 

100,000–144,999 0–500,000 

145,000–199,999 250,000 

200,000–299,999 125,000 

300,000–399,999 62,500 

400,000–499,999 31,250 

500,000–599,999 15,625 

600,000+ 10,000 

※参照：https://github.com/dogecoin/dogecoin/blob/master/doc/FAQ.md 

・ジパングコインプラチナ（ZPGPT） 

ジパングコインプラチナは、三井物産デジタルコモディティーズ株式会社が発行する暗号資産です。 

1 ZPGPT は、プラチナ（白金）現物の 1 グラムに相当する価値を持ち、プラチナ現物価格と概ね連

動することを目指します。 

価格形成及び価値保全の仕組みから、プラチナ現物と同等の資産特性及び投資特性を持ちます。 

暗号資産として低コストでの小口決済が可能であり、信頼性と利便性の高い資産運用及びインフレヘ

ッジ資産としても利用できます。 

https://thegraph.com/docs/ja/tokenomics/#token-supply-burning--issuance
https://github.com/dogecoin/dogecoin/blob/master/doc/FAQ.md
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なお、当該暗号資産は株式会社 bitFlyer Blockchain が開発した独自のプライベートブロックチェ

ーン「Miyabi」を基盤システムに採用しています。 

株式会社 bitFlyer Blockchain は株式会社 bitFlyer の親会社 bitFlyer Holdings の 100%子会社

です。このような相互協力関係に基づき、暗号資産交換業者である株式会社 bitFlyer を含む bitFl

yer グループ所属各社は今後も三井物産デジタルコモディティーズ株式会社及び株式会社デジタルア

セットマーケッツからジパングコインに関して支援を受けることがあります。 

ジパングコインプラチナの実質的な担保状況の開示に関して 

ジパングコインプラチナの実質的な担保状況に関する情報は発行体より定期的に開示・公表されてい

ます。詳細については、発行体ホームページをご参照ください（https://www.mitsuidc.com/new

s）。 

・ジパングコインシルバー（ZPGAG） 

ジパングコインシルバーは、三井物産デジタルコモディティーズ株式会社が発行する暗号資産です。 

1 ZPGAG は、銀現物の 1 グラムに相当する価値を持ち、銀現物価格と概ね連動することを目指しま

す。 

価格形成及び価値保全の仕組みから、銀現物と同等の資産特性及び投資特性を持ちます。 

暗号資産として低コストでの小口決済が可能であり、信頼性と利便性の高い資産運用及びインフレヘ

ッジ資産としても利用できます。 

なお、当該暗号資産は株式会社 bitFlyer Blockchain が開発した独自のプライベートブロックチェ

ーン「Miyabi」を基盤システムに採用しています。 

株式会社 bitFlyer Blockchain は株式会社 bitFlyer の親会社 bitFlyer Holdings の 100%子会社

です。このような相互協力関係に基づき、暗号資産交換業者である株式会社 bitFlyer を含む bitFl

yer グループ所属各社は今後も三井物産デジタルコモディティーズ株式会社及び株式会社デジタルア

セットマーケッツからジパングコインシルバーに関して支援を受けることがあります。 

ジパングコインシルバーの実質的な担保状況の開示に関して 

ジパングコインシルバーの実質的な担保状況に関する情報は発行体より定期的に開示・公表されてい

ます。詳細については、発行体ホームページをご参照ください（https://www.mitsuidc.com/new

s）。 

・マスクネットワーク（MASK） 

マスクネットワークは、ソーシャルメディアプラットフォーム上で暗号資産の取引や分散型アプリケ

ーション（DApps）の利用を可能にするブラウザ拡張機能です。ユーザーのプライバシーを保護しな

がら、X（旧 Twitter）や Facebook のようなソーシャルメディアサイトにブロックチェーン機能を

追加することを目指しています。エンドツーエンドの暗号化を提供し、暗号資産の送受信、分散型金

融（DeFi）へのアクセスや NFT の取引などを直接ソーシャルメディア上で行えるようにすることが

特徴です。また、ガバナンストークンである MASK は、分散型自律組織（DAO）プロジェクトの運営

や意思決定に関わるガバナンス投票に使用できます。 

分散化ファイルストレージ機能について 

マスクネットワークの分散型ファイルストレージ機能は、中央サーバーに依存せず、データの安全性

とプライバシー保護を複数のノードに分散させることで、ファイルの改ざんや変更を困難にしていま

す。 

分散型ファイルストレージ機能については、公序良俗に反する利用が確認された場合や社会的に問題

視されることにより、利用価値を落とす可能性があります。また、当該機能は将来的に使用できなく

なる可能性があります。 

 

 

https://www.mitsuidc.com/news
https://www.mitsuidc.com/news
https://www.mitsuidc.com/news
https://www.mitsuidc.com/news
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・ポリゴンエコシステムトークン（POL） 

PolygonPoS は、手数料の高騰や処理速度の低下などイーサリアムブロックチェーンが抱えるスケー

ラビリティ問題を解決、補完するために作られたブロックチェーンです。 

ポリゴンエコシステムトークン（POL）はエコシステム内のすべてのチェーンにおいて、バリデータ

ーの報酬及びコミュニティー資金など、複数の役割を担うことが期待されています。 

ユーザーは、ポリゴンエコシステムトークン（POL）を用いることでエコシステム内のバリデーター

として改善提案を行い、ネットワークの向上へ貢献することができます。 

ポリゴンエコシステムトークン（POL）をご送付・お預入する際の注意点 

Polygon プロトコルの運営団体である Polygon Labs は 2024 年 9 月に、PolygonPoS 上のポリゴン

（MATIC） の名称をポリゴンエコシステムトークン（POL）に変更しました。 

ただし、Ethereum ネットワーク上においてはポリゴン（MATIC）とポリゴンエコシステムトークン

（POL）のいずれも存在しており、当社では Ethereum ネットワーク上のポリゴン（MATIC）とポリゴ

ンエコシステムトークン（POL）の両方を取扱っております。ポリゴン（MATIC）とポリゴンエコシス

テムトークン（POL）は異なる暗号資産であり、ご送付・お預入アドレスは異なります。 

当社におけるポリゴンエコシステムトークン（POL）のご送付・お預入に関しては、Ethereum ネット

ワーク上の ERC-20 トークンにのみ対応し、他のネットワークには対応していません。お客様が当社

から外部へ当該暗号資産をご送付又は外部から当社へ当該暗号資産をお預入される際は、送付先のウ

ォレットは「ERC-20」を選択いただくようお願いいたします。その他のネットワークを選択した場

合、当該送付が失敗し、お客様の暗号資産が永久に失われる可能性がありますので、送付先のウォレ

ットのネットワークが Ethereum ネットワークかどうか十分にご確認ください。 

※ 当社は当ページにおいて正確な情報を記載するよう努めておりますが、その完全性・最新性・正

確性について保証するものではありません。また、当社は特定の暗号資産の推奨は行っておりませ

ん。 

・ペペ（PEPE） 

PEPE は、インターネットミームとして知られる「カエルのペペ（Pepe the Frog）」をモチーフにし

たロゴを特徴とする暗号資産で、2023 年に Ethereum ネットワーク上で発行されたミームコインで

す。 

当該暗号資産の開発者は匿名であり、コミュニティメンバーの自主的かつ積極的な活動を原動力とし

てエコシステムの拡張が進められています。 

リスクについて 

あらかじめリスクや取引の仕組みについて十分に研究し、お客様ご自身の責任においてお取引をお願

いいたします。 

下記は代表的なリスクを示したものであり、これらの事由により損失が生じる可能性があります。 

1. 価格変動リスク 

暗号資産交換取引は、元本を保証するものでなく、取引対象である暗号資産等の価格変動に

より損失が生じることがあります。暗号資産の価格は、需給バランスの変化や、物価、法定

通貨、他の市場の動向、天災地変、戦争、政変、法令・規制の変更、暗号資産に係る状況の

変化、その他の予期せぬ事象や特殊な事象等による影響により、急激に変動、下落する可能

性があり、価格がゼロとなる可能性があります。 
2. 営業時間リスク 

システムメンテナンス等の実施中は、暗号資産交換取引及びこれに付随する依頼の受託を行

うことができませんが、その間に市場価格が大きく変動するリスクがあります。 
3. 暗号資産・ネットワークによるリスク 

暗号資産は電子的に記録され、その移転はネットワーク上で行われます。暗号資産取引は十

分な取引確認（ブロックチェーンにおける取引の認証）が取れるまで一定時間保留状態が続

きます。また、移転の過程で重大な問題が発生した場合、暗号資産が消失する恐れがありま
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す。そのほか、サイバー攻撃等により暗号資産が消失したり、価値が減少したりするリスク

があります。 
4. システムリスク 

当社又はお客様ご自身の通信・システム機器の故障、通信障害や、地震、落雷、火災その他

の天災地変、サイバー攻撃等さまざまな原因で、一時的又は一定期間にわたって電子取引シ

ステムを利用できない状況が起こる可能性があります。また、お客様による注文指示の当社

システムへの遅れ・未着により注文が無効となる可能性や、注文が消失する可能性、意図し

ない取引結果が生じたり、約定しなかったりする可能性があります。また、電子取引システ

ム障害時には、当社が取引執行を含むサービスの全部又は一部を停止若しくは制限すること

があります。 

電子取引システムでは、電子認証に用いられるログイン情報（メールアドレス、ログイン I

D 、 API キー､パスワード､ API シークレット、秘密鍵、認証コード、暗証番号その他いか

なる情報も含みます。）が、窃盗・盗聴等により漏えいした場合、第三者が悪用することに

よってお客様に損失が生じる可能性があります。 
市場が急激に変動した場合などには、価格情報が遅れ気味となり電子取引システム上の価格

情報と市場の実勢価格との間で乖離が発生する可能性があります。 

これらによりお客様又は第三者に損害が生じた場合において、当社は一切の責任を負わない

こととします。 

5. スリッページに関するリスク 

成行注文、成行注文を含む特殊注文を行う場合、発注時に取引画面に表示されている価格

と、実際の約定価格との間に 差が生じる場合があります。当該価格差（スリッページ）は、

お客様端末と当社システムの間の通信及び、注文を受け付けた後の当社システムにおける約

定処理に要する時間の経過に伴い発生するもので、有利になる場合もあれば、不利になる場

合もあります。 
6. 当社破綻等リスク 

外部環境の変化等によって当社の事業が継続できなくなるリスクがあります。万が一、当社

が事業を継続できなくなった場合は、お客様の資産への対応を含め、破産法や会社法、会社

更生法、民事再生法等に基づく手続きが行われます。当社は、お預りするお客様の金銭及び

暗号資産を、当社固有の資産と区分し、分別管理を行っております。 

利用者財産 

1. 分別管理方法 

1.1. お預かりする金銭の管理方法 

お客様が当社に預託した金銭は、当社の資産と明確に分別して管理します。当社は、お

客様からお預かりした金銭については、株式会社三井住友銀行の預託金信託口座又はSBI

クリアリング信託株式会社へ信託設定します。 

1.2. お預かりする暗号資産の管理方法 

下記「2.  利用者財産の安全管理」をご参照ください。 

2. 利用者財産の安全管理 

2.1. 利用者財産の管理方法 

当社は、当社自身が保有する暗号資産とそれぞれのお客様が保有する暗号資産の持分を

明確に区別し、かつ、お客様が保有する暗号資産についてどなたの暗号資産であるかが

直ちに判別できるようデータ上の管理を行っております。 

なお、当社は、お客様が保有する暗号資産のすべてをお客様用のコールドウォレットに

おいて管理しています。また、一部暗号資産においてはマルチシグを用いた管理を実施

しております。 

2.1.1. コールドウォレット 

コールドウォレットとは、暗号資産の秘密鍵を保管するウォレットのうち、インター

ネットから隔離されたオフライン環境下にあるウォレットのことをいいます。当社の



21 

コールドウォレットは多重の物理的セキュリティ対策により保護され、24 時間監視シ

ステムにより強固に守られております。当社では各種取扱暗号資産に関し、一定の基

準を設けてコールドウォレットによる管理を実施しております。また、コールドウォ

レットに限らず、秘密鍵は常に暗号化された状態で保存されており、万が一漏洩した

場合でも第三者が秘密鍵を利用することはできません。 

2.1.2. マルチシグ（マルチ・シグネチャ） 

マルチシグとは送金に複数の秘密鍵を要求することができる技術のことであり、マル

チシグを採用することで高セキュリティのウォレットを構築できます。マルチシグを

適切に構成することで、最重要データである秘密鍵が仮に 1 つ漏洩したとしても別の

秘密鍵が無ければ暗号資産の送付ができないように設定できます。一般的に、攻撃者

が 2 つ以上の異なる設計のプラットフォームに同時に侵入することは非常に困難で

す。 

2.2. 利用者財産の安全管理に係る業務に要する設備及び人員並びに当該業務の運営方法 

利用者財産である金銭及び暗号資産については、その送付のために必要な設備を設け、

かかる設備を運用するために十分な人員を確保しております。 

また、暗号資産の送付に必要な秘密鍵の運用方法については厳格な基準を社内規則によ

り制定しております。 

手数料等について 

登録ユーザーよりお支払いいただく手数料、その他費用、計算方法等は以下のとおりです。 

売買手数料、日本円ご出金手数料、銀行振込手数料（各金融機関所定の手数料）、クイック入金手数

料、暗号資産送付手数料、その他所定の手数料が必要です。詳しくはこちら（https://bitflyer.com

/ja-jp/s/commission）をご確認ください。 

アカウント作成手数料 無料 

アカウント維持手数料 無料 

ビットコイン、アルトコ

イン売買手数料 

 

           
 

 

 

 

 

 

      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かんたん取引所（BTC/JPY） 約定数量 × 0.01 ～ 0.15%

（単位: BTC） 

Lightning 現物（BTC/JPY） 

かんたん取引所（ELF/JPY） 約定数量 × 0.2% 

（単位: ELF） 

ビットコイン販売所 無料 

※仲値にスプレッドを加減し

た購入可能価格又は売却可能

価格をお客様に提示します。 

Lightning 現物（ETH/JPY） 約定数量 × 0.01 ～ 0.15% 

（単位：各アルトコインで異

なります） Lightning 現物（XRP/JPY） 

Lightning 現物（XLM/JPY） 

Lightning 現物（MONA/JPY） 

Lightning 現物（ETH/BTC） 約定数量 × 0.2%（単位: 各 

アルトコインで異なります） 

Lightning 現物（BCH/BTC） 

https://bitflyer.com/ja-jp/s/commission
https://bitflyer.com/ja-jp/s/commission
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イーサリアム販売所 無料 

※仲値にスプレッドを加減し

た購入可能価格又は売却可能

価格をお客様に提示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イーサリアムクラシック販売所 

ライトコイン販売所 

ビットコインキャッシュ販売所 

モナコイン販売所 

リスク販売所 

エックスアールピー（XRP）販売所 

ベーシックアテンショントークン販売所 

ステラルーメン販売所 

ネム販売所 

テゾス販売所 

ポルカドット販売所 

チェーンリンク販売所 

シンボル販売所 

ポリゴン販売所 

メイカー販売所 

ジパングコイン販売所 

フレア販売所 

シバイヌ販売所 

パレットトークン販売所 

ザ・サンドボックス販売所 

ディセントラランド販売所 

アクシーインフィニティ販売所 

イミュータブル販売所 

エイプコイン販売所 

チリーズ販売所 

ダイ販売所 



23 

 

 

 

 

 

 

 

 

レンダートークン販売所 
 

 

ザ・グラフ販売所 

アバランチ販売所 

ドージコイン販売所 

ジパングコインプラチナ販売所 

ジパングコインシルバー販売所 

マスクネットワーク販売所 

ポリゴンエコシステムトークン販売所 

ペペ販売所 

 

取引所の手数料 

直近30日の取引量 かんたん取引所/Lightning 現物 

10 万円未満 0.15% 

10 万円～ 20 万円未満 0.14% 

20 万円～ 50 万円未満 0.13% 

50 万円～ 100 万円未満 0.12% 

100 万円～ 200 万円未満 0.11% 

200 万円～ 500 万円未満 0.10% 

500 万円～ 1,000 万円未満 0.09% 

1,000 万円～ 2,000 万円未満 0.07% 

2,000 万円～ 5,000 万円未満 0.05% 

5,000 万円～ 1 億円未満 0.03% 

1 億円～ 5 億円未満 0.02% 

5 億円以上 0.01% 

 

※ お客様に適用されるビットコイン、アルトコイン売買手数料は 0 時 00 分 ～ 0 時 10 分に日次

で更新されます。 

※ 取引量の集計対象は、ビットコイン販売所、かんたん取引所、Lightning 現物、bitFlyer Crypto 

CFD です。 

※ 取引量・取引継続性等に鑑み手数料応相談。 
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苦情又は相談先 

お取引やサービスについてのお問合せは、こちらよりご連絡ください。 

• お問合せフォーム（https://bitflyer.com/ja-jp/contactpage） 
• メール：info@bitflyer.com 
• 郵送先：〒107-6230 東京都港区赤坂 9-7-1 ミッドタウン・タワー 30F  

 株式会社 bitFlyer 宛 
• 電話番号： 

 当社サービスに対する苦情やご相談：03-6434-7624 

 お取引の制限や不正ログイン、詐欺被害のご相談：03-6434-7957 

 お取引やサービスに関するお問合せ：03-6434-5864 
○ 受付時間 平日 9 時 30 分 〜 17 時 30 分 
○ 日本語対応のみとなります。 

○ 時間外のお取引やサービスに関するお問合せは、 お問合せフォーム（https://bit

flyer.com/ja-jp/contactpage）よりご連絡ください。メールにて返信させていた

だきます。 

 

紛争解決のための措置 

当社とお客様との紛争を解決するための手段として、東京弁護士会紛争解決センター、第一東京弁護

士会仲裁センター及び第二東京弁護士会仲裁センターへのあっせん・仲裁の申立を利用することがで

きます。また、当社が加入する一般社団法人日本暗号資産等取引業協会の苦情相談窓口を利用するこ

とが可能です。 

受付窓口 お申し出先 

一般社団法人日本暗号資産等取引業協会 〒102-0082 

東京都千代田区一番町 18 番地 川喜多メモリアルビ

ル 4 階 

電話番号：03-3222-1061 

東京弁護士会 

紛争解決センター 

〒100-0013 

東京都千代田区霞が関 1-1-3 弁護士会館 6 階 

電話番号：03-3581-0031 

第一東京弁護士会 

仲裁センター 

〒100-0013 

東京都千代田区霞が関 1-1-3 弁護士会館 11 階 

電話番号：03-3595-8588 

第二東京弁護士会 

仲裁センター 

〒100-0013 

東京都千代田区霞が関 1-1-3 弁護士会館 9 階 

電話番号：03-3581-2249 

加入する認定資金決済事業者協会 

一般社団法人日本暗号資産等取引業協会 

契約について 

当社の暗号資産交換業に関わるサービスをご利用されるお客様は、サービスの利用登録が必要です。

お客様としての登録が完了した後、登録の取消日まで当社サービスの利用登録は有効です。登録の取

https://bitflyer.com/ja-jp/contactpage
https://bitflyer.com/ja-jp/contactpage
https://bitflyer.com/ja-jp/contactpage
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消をご希望の場合は、当社ホームページ上のお問合せフォーム（https://bitflyer.com/ja-jp/conta

ctpage）より当社にご連絡をお願いいたします。 

その他 

1. 金銭及び暗号資産の預託の方法 

当社サービスに関し、お客様が当社に預託する金銭は、お客様ご本人の名義より当社が指定

する金融機関の口座にご入金ください。また、お客様が当社に暗号資産を預託する場合は、

当社指定のコインアドレスへご送付をお願いいたします。なお、金銭並びに暗号資産のお預

入は、お客様のご入金やその他のお手続の完了時点ではなく、当社が金銭及び暗号資産を確

認し、受領した時点をもって預託されたものとします。 
2. 資産状況及び取引履歴 

お客様よりお預かりしている資産の状況及びお取引履歴につきましては、お客様のアカウン

トへログイン後、「資産状況」や「お取引レポート」をご確認ください。 
3. ログイン情報の保管 

お客様のログイン情報の設定、管理及び保管はお客様の自己責任で行うものとします。他サ

ービスと同一のパスワード、推測されやすいパスワード等は使用しないでください。また、

当社は「暗号資産の外部送付時」「外部アドレスの登録時」「日本円の出金時」の二段階認

証事前設定を必須としており、「ログイン時」についても二段階認証設定を強く推奨してお

ります。セキュリティ設定等はログイン後、「設定」画面をご確認ください。 
4. その他 

当社サービスのご利用に当たり、お客様に遵守していただかなければならない事項及び当社

とお客様との間の権利義務関係をご利用規約に定めております。あらかじめよくお読みくだ

さいますようお願いいたします。 

 

【平成 29 年 4 月 1 日制定】 

【平成 29 年 7 月 18 日改定】 

【平成 29 年 10 月 30 日改定】 

【平成 30 年 1 月 25 日改定】 

【平成 30 年 2 月 8 日改定】 

【平成 30 年 6 月 9 日改定】 

【平成 30 年 8 月 10 日改定】 

【平成 30 年 8 月 31 日改定】 

【平成 30 年 10 月 31 日改定】 

【令和元年 5 月 28 日改定】 

【令和元年 11 月 29 日改定】 

【令和 2 年 1 月 30 日改定】 

【令和 2 年 4 月 20 日改定】 

【令和 2 年 8 月 6 日改定】 

【令和 2 年 11 月 26 日改定】 

【令和 2 年 12 月 8 日改定】 

【令和 3 年 2 月 24 日改定】 

【令和 3 年 3 月 3 日改定】 

【令和 3 年 4 月 1 日改定】 

【令和 3 年 6 月 29 日改定】 

【令和 3 年 12 月 14 日改定】 

【令和 4 年 2 月 25 日改定】 

【令和 4 年 3 月 24 日改定】 

【令和 4 年 6 月 17 日改定】 

【令和 4 年 8 月 2 日改定】 

【令和 4 年 12 月 22 日改定】 

【令和 5 年 1 月 23 日改定】 

https://bitflyer.com/ja-jp/contactpage
https://bitflyer.com/ja-jp/contactpage
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【令和 5 年 2 月 1 日改定】 

【令和 5 年 2 月 10 日改定】 

【令和 5 年 3 月 29 日改定】 

【令和 5 年 6 月 21 日改定】 

【令和 5 年 6 月 26 日改定】 
【令和 5 年 7 月 27 日改定】 
【令和 5 年 12 月 30 日改定】 
【令和 6 年 2 月 5 日改定】 
【令和 6 年 2 月 9 日改定】 
【令和 6 年 2 月 15 日改定】 
【令和 6 年 2 月 19 日改定】 
【令和 6 年 2 月 26 日改定】 
【令和 6 年 2 月 29 日改定】 
【令和 6 年 3 月 15 日改定】 
【令和 6 年 4 月 4 日改定】 
【令和 6 年 8 月 9 日改定】 
【令和 6 年 8 月 23 日改定】 
【令和 6 年 8 月 28 日改定】 
【令和 6 年 10 月 28 日改定】 
【令和 7 年 1 月 30 日改定】 

【令和 7 年 5 月 13 日改定】 
【令和 7 年 9 月 1 日改定】 


